


















The objective of this study is to examine the factors surrounding migration behavior in Toda 
city, Saitama. The methodology used is a questionnaire survey. Random sampling of 900 in-
migrants and 900 out-migrants was conducted from the basic resident register, and the 
questionnaires were mailed. Replies were received from 352 in-migrants and 412 out-
migrants. About 60％ of out-migrants had resided in Toda city for less than five years. 
Approximately 50％ of out-migrants were youth aged 25-39 years. They chose Saitama 
Prefecture as their out-migrant destination, and about 70％ moved to Saitama city, 
Kawaguchi city, and Warabi city. Approximately 60％ of in-migrants are from Saitama 
Prefecture and Tokyo. About 50％ of in-migrants are youth aged 25-39 years.


























































年齢構成／性別 男性 女性 総計    （%）
14歳以下 4 2 6 1.7
15～19歳 2 4 6 1.7
20～24歳 22 22 44 12.7
25～29歳 57 17 74 21.4
30～34歳 43 17 60 17.3
35～39歳 42 18 60 17.3
40～44歳 26 2 28 8.1
45～49歳 10 5 15 4.3
50～54歳 10 5 15 4.3
55～59歳 7 2 9 2.6
60～64歳 6 5 11 3.2
65～69歳 3 1 4 1.2
70～74歳 3 3 0.9
75歳以上 5 6 11 3.2





































































































































































































































































































































川口市 9 4 1 1 2 2 1 1 21
蕨市 4 3 3 2 1 2 15
南区 8 1 1 1 1 1 13
中央区 1 3 1 1 1 1 8
北区 4 1 1 1 1 8
板橋区 1 2 1 1 2 7








































民間借家（アパート等） 89 58 15 24 3 2 3 2 1 1 198
給与住宅（社宅・官舎等） 16 13 17 6 1 1 1 55
持家（分譲マンション） 12 10 5 2 1 2 32
持家（一戸建） 11 9 2 2 1 1 1 27
公営住宅 4 1 1 1 1 1 9
学生寮 4 1 1 6
民間借家（一戸建） 2 1 1 1 1 6
施設（病院・福祉施設等） 3 3
親戚の家　 1 1
その他 2 1 3


































民間借家（アパート等） 4 2 3 1 1 11
持家（分譲マンション） 1 1 2
持家（一戸建） 1 2 1 4
給与住宅（社宅・官舎等） 1 1 2
蕨市
民間借家（アパート等） 6 2 1 1 10









民間借家（アパート等） 1 2 2 5
持家（分譲マンション）　 2 1 3
板橋区





民間借家（アパート等） 2 1 3
持家（分譲マンション）　 1 1 2
持家（一戸建） 1 1
公営住宅 1 1 2


























年齢構成／性別 男性 女性 総計    （%）
14歳以下 13 7 20 5.1
15～19歳 4 8 12 3.0
20～24歳 23 25 48 12.1
25～29歳 54 17 71 17.9
30～34歳 60 17 77 19.4
35～39歳 41 14 55 13.9
40～44歳 22 12 34 8.6
45～49歳 21 3 24 6.1
50～54歳 14 14 3.5
55～59歳 14 4 18 4.5
60～64歳 5 3 8 2.0
65～69歳 4 3 7 1.8
70～74歳 2 2 0.5
75歳以上 3 3 6 1.5





























































































































































































川口市 14 4 2 2 2 1 3 1 1 1 31
北区 7 6 1 1 1 1 1 1 1 2 22
板橋区 10 2 1 1 1 1 1 1 2 20
蕨市 8 2 1 1 1 1 14
南区 7 4 1 1 1 14











































民間借家（アパート等） 102 58 10 10 6 4 4 1 1 1 2 199
持家（一戸建） 44 12 17 3 1 2 1 1 81
給与住宅（社宅・官舎等） 12 9 23 1 1 46
持家（分譲マンション）　 9 13 1 1 1 1 1 27
公営住宅 8 6 1 2 17
民間借家（一戸建） 4 3 1 8




その他 1 1 2



















































二世代同居 8 14 6 1 29
三世代同居 6 1 1 8
その他 2 1 3
夫婦のみ 2 2
ひとり世帯 1 1 2



















15～ 19歳 1 1
20～ 24歳 1 1
25～ 29歳 8 8
30～ 34歳 7 7
35～ 39歳 6 6
40～ 44歳 2 2
45～ 49歳 1 1
55～ 59歳 1 1













民間借家（アパート等） 5 12 1 1 1 20
持家（分譲マンション） 3 1 4




民間借家（アパート等） 11 3 1 15
持家（一戸建） 2 2
公営住宅 1 1 2
給与住宅（社宅・官舎等） 1 1 2
その他 1 1
板橋区
民間借家（アパート等） 7 6 1 14
持家（分譲マンション） 1 1 2




民間借家（アパート等） 5 3 8





民間借家（アパート等） 2 3 2 1 8
持家（分譲マンション）　 2 2
給与住宅（社宅・官舎等） 1 1 2
公営住宅 1 1
民間借家（一戸建） 1 1
総計 45 42 5 3 1 2 2 1 101
注：「無回答票」や「無効票」は削除している。
大都市周辺地域の転出入行動とその要因 99
結
戸田市における転出入行動について，主に近隣市区との関係から述べて結びとしたい。まず，
戸田市からの転出者の約６割は，その居住期間が５年未満と短く，年齢構成も25～39歳までが
半数以上ということが分かった。さらに，「転勤」で「大阪府」や「愛知県」といった大都市圏
を含む，日本各地の道府県に転出する一方で，その６割は「埼玉県」と「東京都」への転出で
ある。とりわけ，「住宅事情」や「結婚」といった理由で，「川口市」，「蕨市」，さいたま市の
「南区」，東京都の「北区」，「板橋区」への転出が顕著である。次に，戸田市への転入者につい
ても，年齢構成は25～39歳までが半数以上であり，転入前の前住所は「埼玉県」と「東京都」
が圧倒的に多く，全体の７割弱を占める。戸田市への転入理由は「住宅事情」が最多で，その
後に「結婚」が続き，前住所も戸田市に接する「川口市」，「蕨市」，さいたま市の「南区」，東
京都の「北区」，「板橋区」からの転入が多く，とりわけ「川口市」からの転入が多いことが確
認された。
こういった点から，戸田市からの転出先としての市区と戸田市へ転入する際の前住所として
の市区が重なり，いずれも戸田市に近接することが明らかになった。ただし，住宅の所有関係
からみると，転出入行動にはそれぞれ異なる意味がありそうである。というのも，戸田市から
の転出の場合は，「民間借家（アパート等）」から「持家（一戸建）」や「持家（分譲マンショ
ン）」への住み替えの動きがある一方で，転入の場合は，「民間借家（アパート等）」から「民間
借家（アパート等）」と「持家（分譲マンション）」への住み替えの数が同程度であった。すな
わち，転出行動は「借家」から「持家」への住み替えが明確である一方で，転入行動は，「持
家」としての分譲マンションへの住み替えはあるものの，まだまだ「借家」に住まうことが認
められる。
戸田市の転出入行動の特徴としては，戸田市における分厚い「民間借家（アパート等）」のス
トックに比較的短い期間住まう若年層が，ライフイベントなどによって，近隣市区で持家を取
得している。その一方で，戸田市からの転出者以上のボリュームの転入者が近隣市区から戸田
市に移り住む。近隣市区にも分厚い「民間借家（アパート等）」のストックがあり，戸田市に転
入する際に，その多くは「民間借家（アパート等）」と「持家（分譲マンション）」のいずれか
に住まうことになる。そして，その「民間借家（アパート等）」の住民がまた転出していく。こ
のような一連の流れで，戸田市の人口の社会増加率は高いわけだが，住宅ストックが不足して
くると，そういった人口の流動性は減少するかもしれない。あるいは，直近の問題で若年世帯
が増加する中で，保育施設の不足が懸念されているという。戸田市のみならず，地域をめぐる
政策課題に対して，より詳細な転出入行動の分析から検討していくことがますます求められよ
う。
山口　晋・山本　哲史100
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